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(57)【要約】
【課題】　使用時の転写作業を安定して行うことができ
、転写テープの片浮きによる転写不良を効果的に防止す
ることができるようにするとともに、毎回の使用開始時
に、転写ヘッドにおける転写テープの塗膜切れによる被
転写面への非転写部の発生を効果的に防止し、かつ空滑
りをなくす。
【解決手段】　前端９ａに転写ヘッド１４を設けたヘッ
ド部材９を、ケース本体１の前端開口７に、転写ヘッド
１４が上下しうるように設ける。ヘッド部材９を、使用
時に、ケース本体１の前部上面に左右方向の軸回りに回
動可能に軸支した操作部材１７の回動操作に連動させて
、転写ヘッド１４を被転写面Ｐに対する浮上状態から、
被転写面Ｐに向けて当接しうるように変動させると同時
に、供給リール３または巻取リール５のいずれか一方を
、転写テープ２が転写ヘッド１４に向けて繰出されるよ
うに回動可能に連係させる。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体内に、供給リールの歯車と巻取リールの歯車とを互いに噛合させて設けると
ともに、供給リールに巻回した転写テープを、ケース本体の前端開口に設けた転写ヘッド
を経て、巻取リールに巻き取るようにした塗膜転写具において、
　前端に転写ヘッドを設けたヘッド部材を、ケース本体の前端開口に、転写ヘッドが上下
しうるように設けるとともに、このヘッド部材を、使用時に、ケース本体の前部上面に左
右方向の軸回りに回動可能に軸支した操作部材の回動操作に連動させて、転写ヘッドを被
転写面に対する浮上状態から、被転写面に向けて当接しうるように変動させると同時に、
供給リールまたは巻取リールのいずれか一方を、転写テープが転写ヘッドに向けて繰出さ
れるように回動可能に連係させて、転写テープの塗膜を被転写面に転写可能にし、かつ不
使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより、転写ヘッドが被転写面から離間し
て浮上状態となるように復帰させて、転写ヘッドによる被転写面への転写を中止しうるよ
うにしたことを特徴とする塗膜転写具。
【請求項２】
　ヘッド部材を、ケース本体の前端開口に突出させた左右１対のヘッド支持フレーム間に
、転写ヘッドが上下しうるように回動可能に軸支し、ばねの付勢力により、転写ヘッドが
浮上状態に弾性復帰しうる方向に、常時付勢するとともに、ヘッド部材の後端に、操作部
材における軸支部である延出部の外周端面を摺接させ、使用時に、操作部材を左右方向の
軸回りに回動操作することにより、ヘッド部材を、ばねの付勢力に抗して、転写ヘッドが
下向きに移動するように回動可能とし、かつ不使用時に、操作部材の回動操作を開放する
ことにより、ヘッド部材を、ばねの付勢力をもって、転写ヘッドが上向きに移動して回動
復帰しうるようにした請求項１記載の塗膜転写具。
【請求項３】
　操作部材に、後方に延びる作動杆の前端を枢着し、かつその後端に設けた爪部を供給リ
ールまたは巻取リールの歯車に係合させるとともに、使用時に、操作部材を左右方向の軸
回りに回動操作することにより、作動杆を後方に向けて移動させて、前記歯車を供給リー
ルのテープ供給方向または巻取リールのテープ巻取方向に回動させ、かつ不使用時に、操
作部材の回動操作を開放することにより、作動杆が前方に向けて移動して復帰しうるよう
にした請求項１または２記載の塗膜転写具。
【請求項４】
　不使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより、供給リールのテープ供給方向
または巻取リールのテープ巻取方向に対する逆回動を阻止するための逆転防止機構が作用
するようにした請求項１～３のいずれかに記載の塗膜転写具。
【請求項５】
　互いに噛合された供給リールの歯車と巻取リールの歯車とが設けられるとともに、前部
上面に左右方向の軸回りに回動可能に操作部材が軸支されたカートリッジ収容ケースと、
このカートリッジ収容ケース内に装填されるカートリッジとを有し、
　このカートリッジは、前端に転写ヘッドを設けたヘッド部材を、ケース本体の前端開口
に、転写ヘッドが上下しうるように設けるとともに、このヘッド部材を、使用時に、前記
操作部材の回動操作に、転写ヘッドを被転写面に対する浮上状態から、被転写面に向けて
当接しうるように変動させると同時に、供給リールまたは巻取リールのいずれか一方を、
転写テープが転写ヘッドに向けて繰出されるように回動可能に連係させて、転写テープの
塗膜を被転写面に転写可能にし、かつ不使用時に、操作部材の回動操作を開放することに
より、転写ヘッドが被転写面から離間して浮上状態となるように復帰させて、転写ヘッド
による被転写面への転写を中止しうるようにしたことを特徴とする塗膜転写具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、修正塗膜や糊塗膜などを、被転写面に転写するための塗膜転写具に関する。
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すなわち、使用時の転写作業を安定して行うことができるとともに、使用開始時の転写ヘ
ッドにおける転写テープの塗膜切れを防止することができるようにした塗膜転写具に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　塗膜転写具は、ケース本体内に、供給リールと巻取リールとを設け、供給リールに巻回
した転写テープを、ケース本体の前端開口から突出させた転写ヘッドを経て、巻取リール
に巻き取るようにしたものが公知である（例えば、特許文献１，２参照）。
【０００３】
　しかし、特許文献１，２記載の塗膜転写具では、使用時に、主としてケース本体の後半
部だけを握って転写作業を行った場合、ケース本体が、必然的に浅く握られ、力点が後方
になる。
　そのため、転写作業が不安定になって、転写テープの片浮きが生じ易く、転写不良の要
因になる場合がある。
【０００４】
　また、ケース本体の前端部に、転写ヘッドを覆うヘッドキャップを設け、このヘッドキ
ャップを、転写ヘッドを覆う状態の前進位置と、転写ヘッドを露出させる状態の後退位置
との間で前後方向に摺動自在に設けるとともに、ばねによって前進位置方向に付勢したも
のが公知である（例えば、特許文献３）。
【０００５】
　かかる塗膜転写具は、使用時に、ヘッドキャップを、転写時の被転写面に対する押圧作
用により、ばねの付勢力に抗してケース本体内に後退させて、転写テープを転写ヘッドと
共に露出させるようになっている。
　また、不使用時においては、ヘッドキャップを、ばねの付勢力により、前進させて転写
ヘッドを覆い、これによって、転写テープを保護するとともに、誤って他の箇所に塗膜が
転写されるのを防止している。
【０００６】
　しかし、かかる塗膜転写具では、使用時に、転写ヘッドを被転写面に押圧しながらスラ
イドさせた際に、被転写面と転写テープに塗布された塗膜間に生じる摩擦抵抗により、供
給リールから転写テープを引き出すようになっていることから、転写中、供給リールに巻
回された転写テープの層間における塗膜の粘着力による摩擦抵抗により、供給リールと転
写ローラ間の転写テープに引張力が作用し、転写テープが伸びた状態となって引き出され
る。
　そのため、転写終了後に、転写ヘッドを被転写面から離すと、伸びた転写テープが復元
しうるように収縮し、供給リールの方向に戻ってしまい、転写ローラ上には、塗膜が剥離
されたテープが残る。
　このため、次の使用開始時に、転写ヘッドに、転写テープの塗膜切れが生じ、転写ヘッ
ドを被転写面に押し付けても、テープ上に塗膜がないため、被転写面に、テープ戻り分に
応じた非転写部が生じたり、空滑りの要因となるという問題があった。
【特許文献１】特開２０００－０２６０１４号公報
【特許文献２】特開２０００－０３７９９１号公報
【特許文献３】特開２００４－２６８３２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前記の現状に鑑み、使用時の転写作業を安定して行うことができ、転写テー
プの片浮きによる転写不良を効果的に防止することができるようにするとともに、毎回の
使用開始時に、転写ヘッドにおける転写テープの塗膜切れによる被転写面への非転写部の
発生を効果的に防止し、かつ空滑りをなくすことができるようにした塗膜転写具を提供す
ることを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題は、「特許請求の範囲」の欄における各請求項に記載するように、次のような
構成からなる発明によって解決される。
（１）　ケース本体内に、供給リールの歯車と巻取リールの歯車とを互いに噛合させて設
けるとともに、供給リールに巻回した転写テープを、ケース本体の前端開口に設けた転写
ヘッドを経て、巻取リールに巻き取るようにした塗膜転写具において、前端に転写ヘッド
を設けたヘッド部材を、ケース本体の前端開口に、転写ヘッドが上下しうるように設ける
とともに、このヘッド部材を、使用時に、ケース本体の前部上面に左右方向の軸回りに回
動可能に軸支した操作部材の回動操作に連動させて、転写ヘッドを被転写面に対する浮上
状態から、被転写面に向けて当接しうるように変動させると同時に、供給リールまたは巻
取リールのいずれか一方を、転写テープが転写ヘッドに向けて繰出されるように回動可能
に連係させて、転写テープの塗膜を被転写面に転写可能にし、かつ不使用時に、操作部材
の回動操作を開放することにより、転写ヘッドが被転写面から離間して浮上状態となるよ
うに復帰させて、転写ヘッドによる被転写面への転写を中止しうるようにする。
【０００９】
（２）　上記（１）項において、ヘッド部材を、ケース本体の前端開口に突出させた左右
１対のヘッド支持フレーム間に、転写ヘッドが上下しうるように回動可能に軸支し、ばね
の付勢力により、転写ヘッドが浮上状態に弾性復帰しうる方向に、常時付勢するとともに
、ヘッド部材の後端に、操作部材における軸支部である延出部の外周端面を摺接させ、使
用時に、操作部材を左右方向の軸回りに回動操作することにより、ヘッド部材を、ばねの
付勢力に抗して、転写ヘッドが下向きに移動するように回動可能とし、かつ不使用時に、
操作部材の回動操作を開放することにより、ヘッド部材を、ばねの付勢力をもって、転写
ヘッドが上向きに移動して回動復帰しうるようにする。
【００１０】
（３）　上記（１）項または（２）項において、操作部材に、後方に延びる作動杆の前端
を枢着し、かつその後端に設けた爪部を供給リールまたは巻取リールの歯車に係合させる
とともに、使用時に、操作部材を左右方向の軸回りに回動操作することにより、作動杆を
後方に向けて移動させて、前記歯車を供給リールのテープ供給方向または巻取リールのテ
ープ巻取方向に回動させ、かつ不使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより、
作動杆が前方に向けて移動して復帰しうるようにする。
【００１１】
（４）　上記（１）～（３）項のいずれかにおいて、不使用時に、操作部材の回動操作を
開放することにより、供給リールのテープ供給方向または巻取リールのテープ巻取方向に
対する逆回動を阻止するための逆転防止機構が作用するようにする。
【００１２】
（５）　互いに噛合された供給リールの歯車と巻取リールの歯車とが設けられるとともに
、前部上面に左右方向の軸回りに回動可能に操作部材が軸支されたカートリッジ収容ケー
スと、このカートリッジ収容ケース内に装填されるカートリッジとを有し、このカートリ
ッジは、前端に転写ヘッドを設けたヘッド部材を、ケース本体の前端開口に、転写ヘッド
が上下しうるように設けるとともに、このヘッド部材を、使用時に、前記操作部材の回動
操作に、転写ヘッドを被転写面に対する浮上状態から、被転写面に向けて当接しうるよう
に変動させると同時に、供給リールまたは巻取リールのいずれか一方を、転写テープが転
写ヘッドに向けて繰出されるように回動可能に連係させて、転写テープの塗膜を被転写面
に転写可能にし、かつ不使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより、転写ヘッ
ドが被転写面から離間して浮上状態となるように復帰させて、転写ヘッドによる被転写面
への転写を中止しうるようにする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によると、次のような効果が奏せられる。
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　請求項１記載の発明によると、前端に転写ヘッドを設けたヘッド部材を、ケース本体の
前端開口に、転写ヘッドが上下しうるように設けるとともに、このヘッド部材を、使用時
に、ケース本体の前部上面に左右方向の軸回りに回動可能に軸支した操作部材の回動操作
に、転写ヘッドを被転写面に対する浮上状態から、被転写面に向けて当接しうるように変
動させて、転写テープの塗膜を被転写面に転写可能にしてあるため、使用時に、操作部材
を回動操作する際に、ケース本体が、掌により必然的に深く握られ、力点が前方になる。
　これにより、転写作業を安定して行えるとともに、転写テープの片浮きによる転写不良
を効果的に防止することができる。
　また、不使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより、転写ヘッドが被転写面
から離間して浮上状態となるように復帰させて、転写ヘッドによる被転写面への転写を中
止しうるようにしてあるため、誤って他の箇所に塗膜が転写されるのを防止することがで
きる。
　さらに、操作部材の回動操作に、供給リールまたは巻取リールのいずれか一方を、転写
テープが転写ヘッドに向けて繰出されるように回動可能に連係させてあるため、毎回の使
用開始時、転写テープを転写ヘッドに向けて繰り出すことができ、転写ヘッドにおける転
写テープの塗膜切れによる被転写面への非転写部の発生を効果的に防止することができる
とともに、空滑りをなくすことができる。
【００１４】
　請求項２記載の発明によると、ヘッド部材を、ケース本体の前端開口に突出させた左右
１対のヘッド支持フレーム間に、転写ヘッドが上下しうるように回動可能に軸支し、ばね
の付勢力により、転写ヘッドが浮上状態に弾性復帰しうる方向に、常時付勢するとともに
、ヘッド部材の後端に、操作部材における軸支部である延出部の外周端面を摺接させ、使
用時に、操作部材を左右方向の軸回りに回動操作することにより、ヘッド部材を、ばねの
付勢力に抗して、転写ヘッドが下向きに移動するように回動可能とし、かつ不使用時に、
操作部材の回動操作を開放することにより、ヘッド部材を、ばねの付勢力をもって、転写
ヘッドが上向きに移動して回動復帰しうるようにしてあるため、使用時の転写作業を安定
して行えるとともに、転写作業の中止時に、誤って他の箇所に塗膜が転写されるのを防止
することができる。
【００１５】
　請求項３記載の発明によると、操作部材に、後方に延びる作動杆の前端を枢着し、かつ
その後端に設けた爪部を供給リールまたは巻取リールの歯車に係合させるとともに、使用
時に、操作部材を左右方向の軸回りに回動操作することにより、作動杆を後方に向けて移
動させて、前記歯車を供給リールのテープ供給方向または巻取リールのテープ巻取方向に
回動させ、かつ不使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより、作動杆が前方に
向けて移動して復帰しうるようにしてあるため、使用時における操作部材の回動操作によ
り、供給リールまたは巻取リールを、テープ供給方向またはテープ巻取方向に効果的に回
動させることができる。
【００１６】
　請求項４記載の発明によると、不使用時に、操作部材の回動操作を開放することにより
、供給リールのテープ供給方向または巻取リールのテープ巻取方向に対する逆回動を阻止
するための逆転防止機構が作用するようにしてあるため、転写テープを常に転写ヘッド上
に位置させることができる。
【００１７】
　請求項５記載の発明によると、転写テープの交換作業を円滑に行うことができるととも
に、前記（１）項と同様な効果を奏することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態を、添付図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の第１実施形態における塗膜転写具の使用状態を示す斜視図、図２は、
非転写時における塗膜転写具の縦断面図、図３は、同じく、転写時における塗膜転写具の
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縦断面図である。
【００１９】
　なお、以下の説明において、図１に示すように、左下から右上に至る方向を「前後方向
」、右下から左上に至る方向を「左右方向」とする。
【００２０】
　本発明の塗膜転写具は、図１および図２に示すように、掌の中に包持可能に形成された
縦引き型形状を有する合成樹脂製のケース本体１内に、転写テープ２を巻回した供給リー
ル３が軸４ａを介して装着された第１歯車４と、この第１歯車４に噛合し、かつ転写後の
転写テープ２′を巻き取る巻取リール５が軸６ａを介して装着された第２歯車６と、ケー
ス本体１の前端開口７から前方に向けて突出させた左右１対のヘッド支持フレーム８、８
と、これらヘッド支持フレーム８、８間に設けられたヘッド部材９とを備えている。
　なお、供給リール３の歯車と、巻取リール５の歯車とは、必ずしも直接に噛合する必要
はなく間接に噛合していてもよい。
【００２１】
　ヘッド部材９は、前端９ａが尖状部をなすとともに、後端９ｂが摺接辺をなす側面視三
角形状の左右１対の側面板１０、１０をもって形成されており、左右の側面板１０、１０
間は、連結板１１により連結されている。
【００２２】
　ヘッド部材９は、左右のヘッド支持フレーム８、８間に、後端９ｂの下部が左右方向を
向く水平軸１２の軸回りに回動自在に軸支して取り付けられている。
　ヘッド部材９の前端９ａにおける左右の側面板１０、１０間には、左右方向を向く水平
軸１３の軸回りに、ローラ状の転写ヘッド１４が、左右の側面板１０、１０の下端から露
出させた状態で回転自在に軸支されている。
　この転写ヘッド１４は、ヘッド部材９の回動により、上下しうるようになっている。
【００２３】
　水平軸１２には、コイルばね１５が巻装されており、不使用時には、転写ヘッド１４が
、被転写面である紙面Ｐから浮上状態に弾性復帰しうる方向に、ヘッド部材９における転
写ヘッド１４が上向きに移動して回動復帰しうるように、時計回りに常時付勢されている
。
【００２４】
　ケース本体１内の前部には、操作部材１７が、左右方向を向く水平軸１６の軸回りに回
動可能に軸支されている。
　この操作部材１７の上端部１７ａは、ケース本体１の前部上面から突出されており、下
端の軸支部１７ｂには、下方に向けて延出部１８が延設されている。
【００２５】
　延出部１８は、ヘッド部材９における後端９ｂの上部に後方から当接されて摺接可能に
なっているとともに、後面をストッパー軸１９に当接させることにより、操作部材１７の
反時計回りの回動およびコイルばね１５の付勢力によるヘッド部材９の時計回りの回動範
囲が規制されるようになっている。
【００２６】
　操作部材１７の上端部１７ａは、図３に示すように、水平軸１６の軸回りにおける時計
回り、すなわち後方に向けて、コイルばね１５の付勢力に抗して回動操作され、延出部１
８の外周端面１８ａを、ヘッド部材９の後端９ｂに摺接させながら、時計回りに回動させ
ることにより、ヘッド部材９を反時計回りに回動させ、転写ヘッド１４が下向きに移動し
うるようになっている。
　これにより、使用時に、転写ヘッド１４が、紙面Ｐに対する浮上状態から、紙面Ｐ上に
向けて当接され、転写が可能となるようにしてある。
【００２７】
　不使用時には、操作部材１７の回動操作を開放することにより、図２に示すように、コ
イルばね１５の付勢力によって、ヘッド部材９を時計回りに回動させ、転写ヘッド１４が
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紙面Ｐから離間して浮上状態となるように復帰させると同時に、操作部材１７が反時計回
りに回動復帰しうるようになっている。
【００２８】
　操作部材１７には、図２に示すように、後方に延びる作動杆２０の前端が、軸２１を介
して枢着され、その後端に設けた送り爪部２０ａを供給リール３の第１歯車４の上部に噛
合しうるように係合させてある。
【００２９】
　作動杆２０は、図３に示すように、使用時に、操作部材１７を左右方向の軸回りに回動
操作することにより、後方に向けて移動させて、第１歯車４を、供給リール３のテープ供
給方向に押し込むようにして回動させるとともに、不使用時には、操作部材１７の回動操
作を開放することにより、作動杆２０が前方に向けて移動して復帰しうるようになってい
る。
　これにより、転写テープ２を転写ヘッド１４に向けて繰出し、毎回の使用開始時に、紙
面Ｐへの非転写部の発生を効果的に防止し、空滑りをなくしている。
【００３０】
　第１歯車４の軸４ａには、ラチェット歯２２が同軸でもって設けられ、このラチェット
歯２２には、前記ストッパー軸１９から後方に延びるラチェット爪２３が係止されている
。
　これにより、不使用時に、操作部材１７の回動操作を開放することにより、供給リール
３のテープ供給方向に対する逆回動を阻止する逆転防止機構を構成している。
【００３１】
　次に、本発明における塗膜転写具の操作手順を説明する。
　使用開始時には、図１および図３に示すように、ケース本体１を、掌で包み込むように
して握り、人指し指で操作部材１７を時計回りに回動させることにより、ヘッド部材９の
転写ヘッド１４が紙面Ｐ上に当接されるとともに、作動杆２０が、操作部材１７の時計回
りの回動操作に連動して後方に移動し、その後端の送り爪部２０ａにより、第１歯車４を
、供給リール３のテープ供給方向に押し込み、ほぼ１ピッチの範囲でもって回動させ、供
給リール３に巻回された転写テープ２を、転写ヘッド１４に向けて繰出させて、転写ヘッ
ド１４の転写部位に転写テープ２の塗膜が、常に位置しうるようになる。
【００３２】
　次いで、ケース本体１を、図３に示すように、塗膜の塗布方向である後方に向けて水平
方向に摺動させることにより、転写テープ２の塗膜を、紙面Ｐ上に転写させることができ
る。
　また、不使用時には、操作部材１７の回動操作を開放することにより、ヘッド部材９は
、コイルばね１５の付勢力により、図２に示すように、転写ヘッド１４が上向きに移動し
て紙面Ｐから浮上状態となるように、時計回りに回動して復帰し、転写を中止することが
できるとともに、作動杆２０もまた、前方に移動して、元の位置に復帰する。
　さらに、操作部材１７の回動操作を開放により、作動杆２０の前方への移動に対して、
第１歯車４が反時計回りに逆回動しようとしても、ラチェット歯２２にラチェット爪２３
が係止されているため、第１歯車４の逆転を防止することができる。
【００３３】
　なお、上記第１実施形態において、操作部材１７の回動操作に連動する作動杆２０を、
第１歯車４の上部に配置して噛合させたが、第１歯車４の下部または上下両部に配置して
噛合させて、供給リール３に巻回された転写テープ２を、ヘッド部材９の転写ヘッド１４
に向けて繰出すようにしてもよい。
【００３４】
　図４は、本発明の第２実施形態における非転写時の縦断面図である。
　この第２実施形態と前記第１実施形態との相違点は、図４に示すように、ケース本体２
４内に組み付けられる供給リール２５と巻取リール２６との配置を前後逆にし、操作部材
２７の回動操作に連動する作動杆２８の送り爪部２８ａが、供給リール２５の第１歯車２
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９と噛合する巻取リール２６の第２歯車３０に噛合させて係合されていることにある。
　これにより、巻取リール２６は、操作部材２７の回動操作によって、テープ巻取方向に
回動して、供給リール２５に巻回された転写テープ３１が、ヘッド部材３２の転写ヘッド
３３に向けて繰出されるようにしてある。
【００３５】
　図５は、本発明の第３実施形態における非転写時の縦断面図、図６は、同じく、要部分
解斜視図である。
【００３６】
　この第３実施形態では、図５および図６に示すように、左右に分離可能なカートリッジ
収容ケース本体３４Ａ、３４Ｂ内に、互いに噛合された供給リール用装填軸３５ａを有す
る第１歯車３５と、巻取リール用装填軸３６ａを有する第２歯車３６とが設けられている
とともに、操作部材３７の回動操作に連動する作動杆３８の送り爪部３８ａが、第１歯車
３５に噛合させて係合されるように組み付けられている。
　この場合、作動杆３８に、送り爪部３８ａが常に第１歯車３５に噛合しうるような付勢
手段や押え手段を設けてもよい。
【００３７】
　カートリッジ収容ケース本体３４Ａ、３４Ｂ内には、前記した第１歯車３５、第２歯車
３６、操作部材３７および作動杆３８を除いて組立てられた転写カートリッジ３９が装填
されている。
【００３８】
　転写カートリッジ３９は、供給リール用装填軸３５ａに供給リール４０が、供給リール
用装填軸３５ａに巻取リール４１が、それぞれ装填されるようになっているとともに、操
作部材３７が、転写カートリッジ３９内のヘッド部材４２に組み付けられるようにしてあ
る。
【００３９】
　すなわち、転写カートリッジ３９は、使用時に、操作部材３７の回動操作にヘッド部材
４２を連動させて、転写ヘッド４３を変動させると同時に、供給リール４０を、転写テー
プ４４が転写ヘッド４３に向けて繰出されるように回動可能に連係させてある。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の第１実施形態における塗膜転写具の使用状態を示す斜視図である。
【図２】非転写時の縦断面図である。
【図３】同じく、転写時の縦断面図である。
【図４】本発明の第２実施形態における非転写時の縦断面図である。
【図５】本発明の第３実施形態における非転写時の縦断面図である。
【図６】同じく、要部分解斜視図である。
【符号の説明】
【００４１】
１　　ケース本体
２　　転写テープ
２′　転写テープ
３　　供給リール
４　　第１歯車
５　　巻取リール
６　　第２歯車
７　　前端開口
８　　ヘッド支持フレーム
９　　ヘッド部材
９ａ　前端
９ｂ　後端
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１０　側面板
１１　連結板
１２　水平軸
１３　水平軸
１４　転写ヘッド
１５　コイルばね
１６　水平軸
１７　操作部材
１７ａ　上端部
１７ｂ　軸支部
１８　延出部
１８ａ　外周端面
１９　ストッパ軸
２０　作動杆
２０ａ　送り爪部
２１　軸
２２　ラチェット歯
２３　ラチェット爪
２４　ケース本体
２５　供給リール
２６　巻取リール
２７　操作部材
２８　作動杆
２８ａ　送り爪部
２９　第１歯車
３０　第２歯車
３１　転写テープ
３２　ヘッド部材
３３　転写ヘッド
３４Ａ、３４Ｂ　カートリッジ収容ケース本体
３５　第１歯車
３５ａ　供給リール用装填軸
３６　第２歯車
３６ａ　巻取リール用装填軸
３７　操作部材
３８　作動杆
３８ａ　送り爪部
３９　転写カートリッジ
４０　供給リール
４１　巻取リール
４２　ヘッド部材
４３　転写ヘッド
４４　転写テープ
Ｐ　　紙面（被転写面）
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